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研究成果の概要（和文）： ゲットー時代の大きな戯曲『バビロンの流れのほとりで』と『ヨブ』についての理
解を深めるとともに、とくに『バビロンの流れのほとりで』については第3幕まで翻訳を発表できた。
　同時に、イスラエルの「ゲットー戦士の家」博物館、ワルシャワのユダヤ史研究所において、カツェネルソン
のヘブライ語作品、ポーランド語でのユダヤ史の資料収集を行うことができた。とくに、カツェネルソンの実妹
によるイディッシュ語でのカツェネルソン伝の発掘を行うことができた。

研究成果の概要（英文）： I deepened my understanding of Katzenelson’s big dramas during the Ghetto 
era, that is, "By the Rivers of Babylon" and "Job", and I was able to present the Japanese 
translation until the third act of "By the Rivers of Babylon".
 At the same time, I investigated the Hebrew works written by Katzenelson at the "Ghetto Fighters' 
House" Museum in Israel and the Institute for Jewish History in Warsaw. In particular, I could find 
the biography of Katzenelson in Yiddish written by his younger sister.

研究分野：比較文学、社会思想

キーワード： カツェネルソン　ワルシャワ・ゲットー　イディッシュ文学　ホロコースト　ナチス
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）イツハク・カツェネルソンは、アウシ
ュヴィッツで殺される直前に、フランスのヴ
ィッテル収容所においてイディッシュ語で
書き上げた『滅ぼされたユダヤの民の歌』の
作者として世界的に知られている。15の歌か
らなる大作だが、彼はそれを 15 枚の紙に清
書して、ヴィッテル収容所の地中に埋めてい
たのである。彼が息子ツヴィとともにアウシ
ュヴィッツに移送されたあと、ヴィッテル収
容所が解放されたとき、作品は掘り起こされ、
文字どおり陽の目を見ることになった。その
作品はいまではポーランド語、ヘブライ語、
英語、スペイン語等、多くの言語に翻訳され
ている。実際、私自身、訳者のひとりとして、
その作品をイディッシュ語から日本語に翻
訳した（1999年）。カツェネルソンの『滅ぼ
されたユダヤの民の歌』は、まぎれもなく、
ワルシャワ・ゲットー時代の体験が濃密にこ
められた、代表的なホロコースト文学の一つ
と言えるものだ。 
（２）しかし、カツェネルソンはそれに先立
ってワルシャワ・ゲットーにおいて多くの詩
と戯曲をイディッシュ語で書いていた。『滅
ぼされたユダヤの民の歌』を理解するために
も、そのゲットー期のカツェネルソンをよく
理解する必要があった。それらの作品の一部
は現在、ヘブライ語、英語に翻訳されている。
私もまた、さらに自ら編訳者としてカツェネ
ルソンがワルシャワ・ゲットーで書いた長篇
詩を『ワルシャワ・ゲットー詩集』としてま
とめて出版した（2012年）。家族（妻と下の
二人の息子）をトレブリンカ絶滅収容所に奪
われるという痛切で絶望的な体験の前後に
書き継がれた決定的な詩群である。とはいえ、
ゲットー時代の彼の作品の全貌は、イディッ
シュ語の形でしかまだ知られていないのが
現状であり、本格的な研究対象とはなってい
なかった。 
（３）カツェネルソンの文学的営為の意味を
理解するためには、ワルシャワ・ゲットーで
の戯曲に焦点を置いた研究を行うことがぜ
ひとも必要だった。くわえて、カツェネルソ
ンがヘブライ語での作品を書いていたこと
から、ヘブライ語での読解が可能となること、
また当時の状況を理解するため、研究者とし
てはポーランド語でのアクセスが可能な状
態になることが必要だった。 
２．研究の目的 
（１）『滅ぼされたユダヤの民の歌』に至る
カツェネルソンの文学活動、とりわけ、ワル
シャワ・ゲットーにおける、とくに戯曲をつ
うじた文学活動に焦点をあてることによっ
て、カツェネルソンの文学の意味をさらに大
きく、深く捉えることを目的とした。カツェ
ネルソンにとって、ほかでもない戯曲には、
ゲットーのなかで、とくに子どもたちともに
上演するという、実際的な目的もそなわって
いたのである。 
（２）その際、とくに彼がゲットーで書き上

げた２つの大きな戯曲『バビロンの流れのほ
とりで』と『ヨブ』を丹念に理解することが
不可欠であり、この戯曲を深く読み解くこと
が今回の私の研究の具体的な目的のひとつ
となった。 
（３）さらに、カツェネルソンの全体像を捉
えるためには、ゲットー以前に彼がヘブライ
語で書いた作品を最低限理解するとともに、
彼の生い立ちなどを知ることによって、当時
のポーランドでユダヤ人が置かれていた状
況のなかにそれを位置づけることも重要な
目標となった。そして、最終的に、ワルシャ
ワ・ゲットーでの活動に焦点をおいた自分な
りのカツェネルソン論を 1書にまとめること
をめざした。 
３．研究の方法 
（１）カツェネルソンの２つの大きな戯曲
『バビロンの流れのほとりで』と『ヨブ』を
イディッシュ語で丹念に読み解くとともに、
とくに『バビロンの流れのほとりで』につい
ては、注を付しながら日本語訳を完成させて
いった。また、『ヨブ』についてはその読解
の成果を研究論文としてまとめることをめ
ざした。 
（２）イスラエル、ハイファ郊外の「ゲット
ー戦士の家キブツ」博物館、ポーランド、ワ
ルシャワのユダヤ史研究所を中心に、カツェ
ネルソンと当時の東ヨーロッパにおけるユ
ダヤ人の歴史に関する資料収集にあたった。
その際、ヘブライ語、ポーランドの学習を重
ねることによって、それまで私にはアクセス
が困難だったヘブライ語、ポーランド語の資
料にまでその収集範囲を可能なかぎり広げ
ていった。 
４．研究成果 
（１）カツェネルソンがワルシャワ・ゲット
ーで書いた大きな戯曲『バビロンの流れのほ
とりで』と『ヨブ』の具体的な中身、そこに
こめられたテーマについて、深く考察するこ
とができた。どちらの戯曲においても、古代
におけるバビロン捕囚の時代体験、またヨブ
記においてヨブを次々と襲う災厄が、ワルシ
ャワ・ゲットーにおけるユダヤ人の状況と重
ねられている。ただし、もちろん両作品には
差異も存在している。『バビロンの流れのほ
とりで』においてはユダヤ人内部の対立が大
きなモチーフとなっており、そこに当時のブ
ンドとシオニストの深刻な対立関係を読み
込むことも可能である。シオニストはパレス
チナに渡ることを第一義とし、ブンドはあく
までヨーロッパにとどまってキリスト教社
会のなかでユダヤ人としての権利を主張す
ることをめざしていたからである。一方、『ヨ
ブ』においてはユダヤ人に加えられる際限の
ない苦しみの意味が繰り返し問われている。
さらに『ヨブ』においては、聖書（旧約聖書）
のヨブ記の記述自体が大幅にイディッシュ
語訳で組み込まれている。『バビロンの流れ
のほとりで』においても、預言者エゼキエル
の言葉が聖書からイディッシュ語訳で引か



れているが、その分量は『ヨブ』と比べると
遥かに少ない。時期的には『ヨブ』があとに
書かれているので、聖書の記述自体をワルシ
ャワ・ゲットーの内部で問い直す、という志
向がカツェネルソンにとってさらに大きく
なっていったとも考えることができる。また、
きわめて興味深いこととして、どちらの戯曲
においても女性に積極的な救済者のイメー
ジが置かれていることも、今回の研究をつう
じて明らかになった。そこには、ゲットーで
女性が大きな役割を果たしていたことと無
縁ではないと見なすことができるだろう。と
りわけ、各ゲットーをつなぐパイプ役、勇気
ある貴重な連絡係りとして女性が果たした
役割の大きさは、ゲットーの歴史研究のなか
で繰り返し論じられていることである。また
この二つの戯曲については、『バビロンの流
れのほとりで』を上演するための練習がゲッ
トーで行われていたこと（トレブリンカへの
移送の開始による混乱のなかで、実際の上演
までにはいたらなかったが）、『ヨブ』の朗読
をカツェネルソンがゲットーで最低2回程度
は行っていたことが知られている。いずれも
この二つの戯曲が、カツェネルソンにとって、
ゲットーにおいてきわめて実践的な意義を
有していたことを示している。 
（２）『バビロンの流れのほとりで』につい
ては、第 1幕から第 3幕までの邦訳を『ナマ
ール』（19、20、21 号、神戸・ユダヤ文化研
究会、2014、2015、2016 年）に、詳細な訳注
付した形で発表した。第 4幕の翻訳も出来上
がっているので、これは 2017 年 11 月発行予
定の『ナマール』22 号にやはり訳注付きで掲
載されることになっている。それを受けて、
来年度中には、単行本としての刊行をめざし
ている。 
（３）最初の詩集『薄明』、戯曲『預言者』、
物語集『夢と目覚め―子どもたちのための物
語集』（いずれもヘブライ語）など、カツェ
ネルソンがワルシャワ・ゲットー以前に発表
していた作品（イディッシュ語のものをふく
めて）を、今回の研究でかなり発掘・収集す
ることができた。1910 年代、20 年代の戯曲
台本までふくめると、カツェネルソンの完全
な著作目録を作成することはいまだ困難な
状態にあるが、それにむけてある程度作業を
進めることができた。とはいえ、カツェネル
ソンがゲットー以前にどれだけの作品を著
し、どのような活動を展開していたかを具体
的に明瞭にするためには、さらなる研究が必
要である。 
（４）ゲットー時代に先立って中米に渡って
いたカツェネルソンの妹が戦後イディッシ
ュ語で記していたカツェネルソンの伝記『イ
ツハク・カツェネルソン―その生涯と作品』
をワルシャワのユダヤ史研究所で掘り起こ
し、とくに若いころのカツェネルソンとその
一家の姿を知ることができた。それによると、
カツェネルソンは、14、15 歳ごろから子ども
たちを集めて劇団を組織し、家の庭でシェイ

クスピアの戯曲の翻案などを上演していた
という。また、16 歳ごろからは早くも新聞・
雑誌に継続的に文章を発表していたとされ
る。さらに、幼いころ吃音者であった時期が
あることなど、ワルシャワ・ゲットーにおい
てその朗読で深い感銘を与えていたカツェ
ネルソンからは、とうていうかがいしれない
事実である。そういう若いころのカツェネル
ソンの姿をワルシャワ・ゲットーでのカツェ
ネルソンと重ねることによって、カツェネル
ソンのイメージを立体的に捉えることがで
きるようになった。 
（５）今回の研究の最初の年に、ハイファ（イ
スラエル）郊外の、「ゲットー戦士の家」キ
ブツ博物館を訪問した際、ハヴカ・ラバンさ
んとお会いし、インタビューすることができ
たのは、とても貴重な体験だった。彼女は左
手に緑色で抑留者ナンバーを刺青されたア
ウシュヴィッツのサバイバーであるととも
に、高校生に相当する年齢で、ワルシャワ・
ゲットーでカツェネルソンの芝居に役者と
して取り組んだ経験をもつ、数少ない生存者
のひとり（おそらくは世界中でただひとり）
なのである。彼女はカツェネルソンの思い出
をふくめて自らの回想録をヘブライ語で出
版しているが、それは英訳もされている。彼
女はカツェネルソンが積極的にくわわって
いた、ゲットーにおける「地下ギムナジウム」
の生徒のひとりでもあった。一方、カツェネ
ルソンは『ヴィッテル日記』のなかで彼女と
の芝居の思い出を懐かしく綴っている、そう
いう関係である。彼女はカツェネルソンの思
い出、ワルシャワ・ゲットーで実際に自分が
演じた「ヤコブとエサウ」というカツェネル
ソンの戯曲について、あらためて英語で生き
生きと語ってくれた。その後まもなく、残念
なことに訃報が届くことになったが、彼女の
生涯の最終局面で実際に会って話しを聞け
たことは、今回の私のカツェネルソン研究の
大きな成果のひとつと言える。 
（６）今回の研究のなかで、ヘブライ語の学
習を積み、辞書その他と首っ引きの状態とは
いえ、とにかくヘブライ語を読むことができ
るようになった。その成果として、カツェネ
ルソンがヘブライ語で書いていた作品のい
くつかの翻訳を雑誌（『びーぐる―詩の海へ』
澪標）に発表することができた。カツェネル
ソンがワルシャワ・ゲットー以前にヘブライ
語で書いていた『夢と目覚め―子どもたちの
ための物語集』からのものだが、それを読む
と、ゲットー以前のカツェネルソンの作品が
きわめてユーモラスで希望に満ちていたも
のであったことが分かった。そこにうかがわ
れるのは、まぎれもない夢多きシオニストと
してのカツェネルソンである。彼はそれらの
作品をつうじて、ユダヤ人の若い世代にユダ
ヤ人の習慣、思考、儀礼などを分かりやすく
伝えるとともに、おそらくはヘブライ語その
ものを若い世代に伝えようとしていたので
ある。そういうゲットー以前のカツェネルソ



ンの創作活動は、ゲットー期のカツェネルソ
ンの姿をまさしく逆光のなかに浮き彫りに
してくれるかのようである。この『夢と目覚
め』からの翻訳は引き続き、『びーぐる』誌
と同人誌『ブレーメン館』（ブレーメン館編
集部）に掲載してゆく予定である。 
（７）今回の研究のなかで、ポーランド語の
学習を積み、ヘブライ語と同様に辞書その他
と首っぴきの状態とはいえ、私はポーランド
語をとにかく読むことができるようになっ
た。ワルシャワ・ゲットーをふくめ、ポーラ
ンドのユダヤ人の文化・歴史に関して、近年、
ポーランド語で書かれた研究書が続々と刊
行されるようになった。イディッシュ語、ヘ
ブライ語を学習してユダヤ人の歴史を研究
しようとするポーランド人研究者がようや
く登場してきたのである。イスラエルの年長
者にはラバンさんがそうであったように、ヘ
ブライ語、イディッシュ語、ポーランド語の
3 言語を使えるひとたちも多かったが、それ
は次世代では不可能になっている。このこと
は、今後、ポーランドのユダヤ人の文化・歴
史を研究するうえで、ポーランドにおけるポ
ーランド語での研究の重要性がいっそう増
してゆくことを予想させる。ポーランド語の
文献を自分の研究に本格的に組み込むこと
はまだできていないが、そのための最低限の
準備を整えることができたことも、今回の研
究の成果のひとつに数えることができる。 
（８）今回の研究をつうじて、トレブリンカ
絶滅収容所跡とそこの博物館を訪れ、トレブ
リンカ収容所の実態にあらためてふれるこ
とができた。何と言ってもトレブリンカはカ
ツェネルソンが妻と下の子ども二人を奪わ
れた地である。収容所跡の完全な復元の困難
さ、たとえばトレブリンカ絶滅収容所のガス
室の大きさがいまだきちんと確定できてい
ない現状にふれて、歴史事実の発掘・復元の
困難さをまざまざと知らされた。また今回の
研究では、プラハ、ベルリンにおける滞在を
新たな資料収集のために組み込んだが、それ
によって、ワルシャワ・ゲットーでユダヤ人
が置かれていた状況を、あらためてドイツ側
から考えるとともに、プラハという代表的な
東ヨーロッパの都市の状況とワルシャワを
比較しうる視点を得ることができた。 
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